
５，６年生向け 

学校図書館だより  令和５年１１月 座間市立東原小学校図書館       
ずいぶんと秋が深まってきました。風が冷たく感じられ、一歩一歩冬に近づいてい

ます。 

読書の秋を満喫
まんきつ

できていますか？ 

４，５，６年生のみなさんが書いてくれた本の紹介
しょうかい

カードを参考にしながら、読み

たい本をさがしに学校図書館へ来てみてくださいね。 

 

 

 

            １１月ってどんな月？                        

  

   霜月
しもつき

、神楽
か ぐ ら

月
つき

、雪待
ゆきまち

月
づき

ともいいます。 

   あたたかくおだやかな日と、冷たい北風がふく日とがあり、 

秋と冬とがつな引きをしているような季節です。 
「和」の行事えほん ②秋と冬の巻 髙野 紀子 作 あすなろ書房 

 

 

 

   『ムーミン谷の十一月』     

トーベ・ヤンソン 作・絵  ほか           秋に 

       １１月。ムーミン谷はもうすぐ        読みたい本 

       冬。人恋
こい

しくなってムーミン一家       あつめました 
       をたずねたスナフキンたち 

    講談社  でしたが…。 

 

 

                          『干し柿
がき

』 

『落ち葉のずかん』           西村
にしむら

 豊
ゆたか

 写真、文                      

       安田
や す だ

 守
まもる

 写真・文                                                          

   中川
なかがわ

 重年
しげとし

  監 修
かんしゅう

                干し柿
がき

を食べたことがあ 

                             りますか？甘い干し柿
がき

も 

      周りの木々を見てごらん。    あかね書房 もとは渋柿
しぶがき

だったのです。             

      赤や黄色のはっぱたち。 

  岩崎書店  自然に目を向けると、 

      心もおだやかになるよ。 

 



                                           

 

11 月 23日は勤労
きんろう

感謝
かんしゃ

の日 
       いろいろな仕事についてよく知り、はたらいている人に 

      感謝しよう。仕事がわかる本や、その仕事にまつわる 

      ものがたりをあつめました。 

 

『夢
ゆめ

をつなぐ 

山崎
やまざき

直子
な お こ

の四〇八八日』 
             山崎

やまざき

 直子
な お こ

 著 

       スペースシャトルの事故を 

      目撃
げき

した中３の女の子は、 

      宇宙に行く決意をする。亡

くなった宇宙
うちゅう

飛行士の夢
ゆめ

を 

  角川書店  受け止め、叶えようと奮闘
ふんとう

する山崎
やまざき

直子
な お こ

さんの物語。                            

『いっぽんの鉛筆のむこうに』 
             谷川

たにかわ

 俊太郎
しゅんたろう

 文 

          坂井
さ か い

 信彦
のぶひこ

 ほか 写真
しゃしん

 

               堀内
ほりうち

 誠一
せいいち

 絵 

     たった一本の鉛筆ですが、そ 

     れを作る過程
か て い

ではたくさんの 

     人がかかわっています。 

     スリランカ、アメリカ、メキ 

 福音館書店  シコ、日本など、各国の労働 

     や生活がみえてきます。  

『建具
た て ぐ

職人
しょくにん

の千
せん

太郎
た ろ う

』 
             岩崎

いわさき

 京子
きょうこ

 作  

田代
た し ろ

 三善
さんぜん

 絵  

      江戸時代、建具
た て ぐ

職人
しょくにん

の元に 

      7 歳で奉公
ほうこう

に行った千
せん

太郎
た ろ う

と姉・おこうの物語。職人
しょくにん

 

  くもん出版 としての心構
がま

えがそなわっ

ていく姿に心打たれます。 

『雪の写真家 ベントレー』 
ジャクリーン・ブリッグズ・マーティン 作 

メアリー・アゼアリアン 絵 

  千葉
ち ば

 茂樹
し げ き

 訳
やく

 

     子どものころから雪が大好 

    きだったウィリー少年。 

    生 涯
しょうがい

を雪の研究と写真撮
さつ

 

    映にささげ、世界的な雪の 

専門家
せんもんか

になりました。 

『お米ができるまで』          

                  岩
いわ

貞
さだ

 るみこ 作  

武田
た け だ

 美穂
み ほ

 絵 

          

      新潟県魚沼市の米作り農家 

      への密着取材にもとづくお 

      話です。米作りは愛と危険 

      がいっぱいでした。 

『なぜ僕らは働くのか 

～君が幸せになるために考えてほしい大切なこと～』 
            池上

いけがみ

 彰
あきら

 監 修
かんしゅう

 

     「働く」とただひとことで 

     言っても、そこにはさまざ

まな考えるべきことがあ

ります。これからを生きる 

     皆に読んでほしい本です。 

                                                                       


